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ピアノひきの 
キャメロン

ミカエラ・ウィルキンズ
（ほんとうにあった話

はなし

をもとに書
か

かれました）

キャメロンはひき方
かた

を 
知
し

りませんでしたが， 
手
て

伝
つだ

いたいと 
思
おも

いました。

このお話
はなし

は，アメリカ合
がっ

衆
しゅう

国
こく

での出
で

来
き

事
ごと

です。

	「神
か み

の子
こ

です」と，キャメロンはほかの初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の子
こ

供
ども

たちと歌
うた

いました。キャメ
ロンは耳

みみ

があまり聞
き

こえないのですが，歌
うた

うのが大
だい

好
す

きでした。そしてもうす
ぐ，みんなで初

しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

のプログラムで歌
うた

うのです。あと1か月
げつ

しかありません！
歌
うた

の時
じ

間
かん

が終
お

わると，ジョーンズ姉
し

妹
まい

があることを発
はっ

表
ぴょう

しました。「初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

のピア
ニストがもうすぐ引

ひ

っこしてしまいます。みなさんの何
なん

人
にん

かに，初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

のプログラム
でピアノをひいてもらいたいと思

おも

います。 1，2 曲
きょく

ひきたい人
ひと

はいますか。」
キャメロンが

て

手をあげました。プログラムを手
て

伝
つだ

いたいと思
おも

ったのです。
ジョーンズ姉

し

妹
まい

は，手
て

伝
つだ

いたい子
こ

供
ども

たちの名
な

前
まえ

を書
か

きとめました。エマ。ベン。そ

れから，キャメロン！ あなたがピアノをひけるなんて知
し

らなかったわ。」そう言
い

って，ジョーンズ姉
し

妹
まい

はにっこり
しました。
キャメロンはレッスンを受

う

けたことはありませんでした
が，おばあちゃんの家

いえ

のピアノで歌
うた

を作
つく

るのが好
す

きでした。
「まだそんなに上

じょう

手
ず

ではないです」とキャメロンは言
い

いました。
「でも，練

れん

習
しゅう

すればできると思
おも

います！」
「進

すす

んで奉
ほう

仕
し

してくれてありがとう」とジョーンズ姉
し

妹
まい

は言
い

いました。そして子
こ

供
ども

た
ち一

ひと

人
り

一
ひと

人
り

に，ばんそうする歌
うた

を 2 曲
きょく

ずつわたしました。
キャメロンは廊

ろう

下
か

をダッシュしたい気
き

分
ぶん

でした。ずっとひけるようになりたいと思
おも

っ
ていて，ついに願

ねが

いがかなうのです！
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「うれしそうね。初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

で何
なに

かあったの？」お母
かあ

さんが教
きょう

会
かい

の後
あと

，車
くるま

に乗
の

りこみながらたずねました。
キャメロンはにっこり笑

わら

いました。「初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

のプログラムで
ピアノをひくんだよ！」
「あなたが手

て

伝
つだ

いたいと思
おも

ってくれて，とてもうれしいわ」と
お母

かあ

さんが言
い

いました。「でも，それができるほどピアノのひき
方
かた

をよく知
し

らないんじゃないのかしら。」
キャメロンはせすじをのばしてすわりました。「ひけるように
なるよ。すごく一

いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

練
れん

習
しゅう

するから！ おばあちゃんのピアノ
を使

つか

えるから。」
「それなら，さっそく始

はじ

めなく
ちゃね！」とお母

かあ

さんは言
い

いまし
た。
お母

かあ

さんに助
たす

けてもらい，キャ
メロンはピアノの先

せん

生
せい

を見
み

つけま
した。先

せん

生
せい

は，「神
しん

殿
でん

に行
い

きたい
な」と「イエス・キリストの教

きょう

会
かい

」
の簡

かん

単
たん

なひき方
かた

を教
おし

えてくれまし
た。
キャメロンはおばあちゃんの家

いえ

でできるだけひんぱんに練
れん

習
しゅう

しま
した。一

いち

行
ぎょう

ずつ，何
なん

度
ど

もくり返
かえ

し
練
れん

習
しゅう

しました。たくさん間
ま

違
ちが

いま
したが，挑

ちょう

戦
せん

し続
つづ

け，ひき続
つづ

けま
した。そしてついに，2 曲

きょく

ともひ
けるようになりました。
それから間

ま

もなく，初
しょ

等
とう

協
きょう

会
かい

の
プログラムの日

ひ

になりました。「ど
んな気

き

分
ぶん

？」とお母
かあ

さんがたずね
ました。
キャメロンはピアノの本

ほん

をむねの近
ちか

くにだきしめました。「き
んちょうしてる。でも，わくわくもしてる。」
自
じ

分
ぶん

がひく番
ばん

になると，キャメロンは少
すこ

し手
て

がふるえました。
天
てん

のお父
とう

様
さま

，どうか助
たす

けてください，と心
こころ

の中
なか

でいのると，深
ふか

く息
いき

をすいこみました。そして，ベストをつくしてえんそうしま
した。ほかの子

こ

供
ども

たちがピアノに合
あ

わせて歌
うた

いました。
歌
うた

が終
お

わると，キャメロンはにっこりしました。楽
たの

しかったで
す！ せいれいが助

たす

けてくださっているのが分
わ

かりました。
すでに 1 曲

きょく

ひいたので，キャメロンはもっと自
じ

信
しん

を持
も

てるよ
うになりました。それから，2 曲

きょく

目
め

をひき始
はじ

めました。練
れん

習
しゅう

し
てきたとおりに，指

ゆび

がけんばんの上
うえ

を動
うご

きました。

この歌
うた

はキャメロンのお気
き

に入
い

りです。ひきながら，歌
か

詞
し

について考
かんが

えました。「すくい主
ぬし

を信
しん

じて御
み

名
な

をとうとび。」
キャメロンはプログラムの歌

うた

をひくために一
いっ

生
しょう

懸
けん

命
めい

に努
ど

力
りょく

し
ました。
ピアノをひくことは，ぼくのあかしを分

わ

かち合
あ

う方
ほう

法
ほう

の一
ひと

つ
なのかもしれない，とキャメロンは思

おも

いました。
プログラムの後

あと

，お母
かあ

さんがキャメロンをぎゅっとだきしめ
ました。
「どうだった？」とお母

かあ

さんが聞
き

きました。
「最

さい

初
しょ

はきんちょうしたけど，楽
たの

しかったよ！」キャメロンは答
こた

えました。練
れん

習
しゅう

を続
つづ

け，
もっとたくさんの歌

うた

をひ
けるようになりたいと思

おも

いました。●

あなたは何
なに

を学
まな

んで 
身
み

につけたいですか？

年 ね
ん長 ち

ょ
うの
子 こ

供 ど
もた
ち
へ

イ
ラ
ス
ト
／
ア
ダ
ム
・
コ
フ
ォ
ー
ド


